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　この度，河川構造物の耐震性能照査指針（案）（河川局H19.3）が策定され，河川構造物の耐震点
検・対策が進められることになりました。
　河川構造物の中でも，土堤・特殊堤の耐震照査は，土構造物が主体であることから，堤体の物性
値や液状化現象を的確に評価する必要があります。
　当社では，従来より耐震分野の取り組みを行っており，東海地震に対する耐震対策検討業務では，
中部地方整備局長表彰を頂くなど，得意分野としております。

杭

耐震性能が不足する場合は，基礎地盤の液状化に対しては地盤改良，特殊堤の躯体については，断面
補強等を検討します。同時に，構造物の老朽化対策（延命化）の必要性や，ソフト対策（避難経路，
応急対策等）も検討します。

杭 杭

杭 杭

補強体補強体 外力外力

　　　　　　　　対策イメージ　　　　　　　　部分改良によるせん断力の低減効果

複合地盤杭による耐震対策事例（CPR工法協会HPより）

薬液注入工法
■対象地盤
　砂質土
■特徴
　低コスト
　斜め施工が可能

高圧噴出工法
■対象地盤
　砂質土、粘性土
■特徴
　高強度
　改良効果の確実性
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■ 河川構造物に求められる耐震性能，耐震点検の優先順位

耐震性能１：
　地震によって構造物の
健全性を損なわない性能

耐震性能２：
　地震後においても構造
物としての機能を保持す
る性能

耐震性能３：
　地震による損傷が限定
的であり，構造物の機能
回復が速やかに行い得る
性能

■ 耐震性能照査指針による特殊堤の検討フロー

■ 検討事例の紹介

・土堤・特殊堤における耐震変形照査とは

・パラペット堤の耐震照査事例（レベル２地震時変形解析）
優先度 優先度A 優先度B 優先度C

要求性能 耐震性能2 耐震性能2 耐震性能3

堤　防
背後地盤高が照査外水位より
低くなる区間で，想定浸水家
屋が200戸以上となるもの

背後地盤高が照査外水位より
低くなる区間で，想定浸水家
屋が200戸以下となるもの

－

自立式
特殊堤

堰
治水上又は利水上重要な堰で
あり，地震で損傷した際に代替
措置がないもの

治水上又は利水上重要な堰
であり，地震で損傷した際に
代替措置があるもの

優先度A・B以外のもの

水　門
樋　門

治水上又は利水上重要な水
門・樋門であり，地震で損傷し
た際に代替措置がないもの

治水上又は利水上重要な水
門・樋門であり，地震で損傷し
た際に代替措置があるもの

優先度A・B以外のもの

揚排水
機　場

常用の揚排水機場で，地震で
損傷した際に代替措置のない
もの

常用の揚排水機場で，地震で
損傷した際に代替措置のある
もの

常用の排水機場ではな
いもの

同上 同上 優先度A・B以外のもの

当社の
得意分野

照査外水位≦地震後の堤防高

　耐震照査は，地震後堤防高と照査外水位を比較し，浸水有無を判定します。主たる検討内容は，地
震時変形解析となります。

　　　照査外水位の設定手順

土堤・パラペットの変形照査　　　　自立式特殊堤の変形照査

照査外水位≦目地開き位置

照査外水位▽

L2地震動－FL値分布図

メッシュ変形図

沈下量分布図

本事例は，沈下後の堤防高・パラペットの目地開き位置＞照査外水位
と評価され，基礎地盤の耐震対策（液状化対策）は不要と判断されました

照査外水位▽

躯体：地震時保有水平耐力が慣性力を下回らないことを確認
基礎：地震時に基礎が降伏していないことを確認。液状化が生ずる場合は，
　　　　　基礎の塑性化を考慮し，許容塑性率・許容変位で照査

・自立式特殊堤における躯体・基礎の耐震照査事例

せん断力分布図

液状化層

液状化層は変形量が大きくなる

液状化流動圧

骨組みモデル図

　照査概要図

照査外水位
照査外水位




